
●「
お
め
で
と
う
二
十
歳
」成
人
式
開
催･･････････

8

●
暖
冬
の
中
、第
2
回
紫
波
冬
ま
つ
り
開
催････････

9

●
新
・
環
の
く
に

「
森
と
水
の
大
切
さ
を
全
国
へ
」･････････････････

12

●
G
O
!
G
O
!
公
民
館

長
岡
公
民
館
／
「
紫
波
町
の
公
民
館
」を
発
刊･･･････

16

●
暮
ら
し
の
健
康
メ
モ

 「
ス
ト
ッ
プ
！
未
成
年
者
の
飲
酒
！
イ
ッ
キ
飲
み
！
」･･････

17

健
康
レ
シ
ピ
／
カ
ル
シ
ウ
ム
そ
ば
せ
ん
べ
い

紫
波
の
冬
は
酒
造
り
の
季
節･････････

20
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●
特
集子

ど
も
た
ち
の

感
性
を
育
て
る
学
び
舎
に

＿
星
山
小
学
校
新
校
舎
２
月
５
日
完
成
＿

お
忘
れ
な
く
！

「
農
振
除
外
手
続
き
」〜
受
付
は
5
月
31
日
ま
で
〜

ス
ポ
ッ
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

国
内
ジ
ャ
ズ
界
最
高
峰
の
表
彰
で
特
別
賞
受
賞



花
巻
人
形
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町

長

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

紫
波
・
森
と
水
の
物
語
が
全
国
へ

当
町
で
は
、
平
成
十
二
年
の
「
環
境
新
世

紀
」
宣
言
以
来
、「
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
の
制
定
や
関
連
事
業
に
地
域
特
性
を
生

か
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
各
方

面
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
十
五
年
に

環
境
大
臣
表
彰
の
栄
に
欲
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
関
係
団

体
の
協
力
と
町
民
の
参
加
意
識
の
高
揚
あ
っ

て
の
こ
と
で
あ
り
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
人
は
水
が
豊
富
に
あ
る
た
め
、
そ
の

恩
恵
を
重
視
し
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

近
年
、
環
境
変
化
と
共
に
水
質
悪
化
が
顕
著

に
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
水
の
ゆ
く
え
、
森
と
水
循
環
講
座
」を
昨
年

六
月
か
ら
七
回
開
催
し
、
先
般
一
月
二
十
七

日
に
は「
紫
波
・
森
と
水
の
物
語
、語
ら
い
と

コ
ン
サ
ー
ト
の
午
後
」を
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え

び
す
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

森
と
水
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

水
質
保
全
に
は
森
林
や
里
山
の
保
全
が
大

切
で
あ
る
こ
と
、す
な
わ
ち
、森
の
木
々
な
ど

の
植
物
が
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
光
合
成

に
よ
っ
て
酸
素
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
地
球

上
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
支
え
て
お
り
、
我
々

も
そ
の
恩
恵
を
得
な
が
ら
何
十
億
年
も
の

時
の
流
れ
と
膨
大
な
生
命
の
循
環
で
生
存

し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
命
を
は
ぐ
く
む
森
と
水
を
よ

り
良
い
姿
で
明
日
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
、
毎
日
使
用
す
る
洗
剤
を
合
成
洗

剤
で
は
な
く
純
せ
っ
け
ん(

紫
波
中
央
駅
前･

紫
あ
波
せ
本
舗
で
販
売
中)

に
変
え
る
こ
と

や
、森
林･

里
山
の
手
入
れ
を
行
う
こ
と
な
ど
、

身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
な
森
と
水
を
大
切
に
す
る
運

動
を
全
国
に
広
め
る
た
め
、
こ
の
講
座
に
協

力
を
い
た
だ
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
の
ご
縁
で
、ま
ず
は
沖
縄
に
次

の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

「
未
来
に
伝
え
る
森
と
水
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

岩
手
県
紫
波
町
は
、
東
西
に
山
な
み
を
望
み
、

中
央
に
母
な
る
北
上
川
が
流
れ
、
古
来
よ
り
森
と

水
の
大
き
な
恵
み
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

森
は
水
の
源
で
あ
り
、
水
は
命
の
源
で
す
。
こ
の

豊
か
な
森
、清
ら
か
な
水
、す
ば
ら
し
い
自
然
の
循

環
を
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、

現
在
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

今
、紫
波
の
人
び
と
は
、ひ
と
、こ
こ
ろ
、い
の
ち
の

和
で
育
む
地
域
文
化
を
未
来
に
残
し
伝
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
、理
解
を
深
め
、行
動
す
る
た
め

「
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
紫
波
町
で
の
取
り
組
み
が
、日
本
全
国
に
伝

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
動
と
交
流
の
環
が
さ
ら
に
広

が
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

す
べ
て
は
百
年
後
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
活
動
を
通
じ
て
全
国
に
発
信
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
、
ま
た
、こ
の
活
動
に
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。	

藤
原　

孝

期　間◆２月１５日（木）～３月１１日（日）　毎週月曜日休館
会　場◆野村胡堂・あらえびす記念館
時　間◆午前９時～午後４時３０分
入館料◆３００円（小・中・高生１５０円）

花
巻
人
形
展

～
教
育
委
員
会
収
蔵
資
料
展
～

北
日
詰
の
旧
家
、
岩
動
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

花
巻
人
形
や
薬
た
ん
す
、
ヤ
ゲ
ン
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。



しわネット2月号 No.713 3

星
山
地
区
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
た
新
し
い
校
舎
が
二
月
五
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

昨
年
七
月
か
ら
建
築
が
進
め
ら
れ
、

上
棟
式
で
も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
た
の
は
昨
年
十
一
月
五
日
の
こ
と
。

暖
冬
が
幸
い
し
建
築
作
業
も
順
調
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
月
十
日
と
十
一
日
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
も

一
緒
に
引
っ
越
し
を
行
い
、
新
校
舎
完
成
の
喜
び
を
共
に
し
ま
し
た
。

歴
史
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
、

旧
校
舎
の
板
材
を
新
し
い
放
送
室
の
腰
壁
に
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

直
径
五
十
セ
ン
チ
の
柱
が
昇
降
口
で
出
迎
え
る
な
ど
、

校
舎
が
子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
育
て
る
。
そ
ん
な
校
舎
の
完
成
で
す
。

地域の夢がかないました。老朽化を待って統合の話
もあったかもしれませんが、学校があることで地域の活
力や希望につながります。上棟式のもちまきや引っ越し
作業は、公民館が中心となってボランティアで行われ、
地域が一体になれたいい機会でした。学校関連の悪い

ニュースが多い中、この様な地域の力はありがたいです。
新たな時代が始まりますが、結いの精神がさらに強まったと実感しています。

校長　小池 朝子先生

子どもたちの感性を
育てる学び舎に
＿ 星山小学校新校舎2月5日完成 ＿
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学校って楽しいところなんだっていうことを建築で表現したかった
んです。空間にゆとりや遊びをつくりました。高い天井や光が木材と
相まって、そういう空間をかもし出しています。建築を通して心の教
育ができればいいですね。例えば、昇降口正面の杉の丸太は、樹齢
120年で直径50センチもあります。この柱を見て力強さとか美しさ
とかを感じ取ってほしいです。特徴的なところは、教室だけでなく廊
下までワークスペースと考え、仕切り用の建具を外すと広く使えるよ
うになっています。また、階段も遊具の一つと考え、窓を丸くしてみ
たり、柱を赤くしたりしました。木は人間が生まれる前から生息して
いる生物材料なので、目にも肌にも優しいし、五感に訴えるものが多
く、その温かみや豊かさを感じることができます。下校拒否の子ども
が出てくるくらいこの校舎に愛情を持って使ってほしいですね。

新
校
舎
設
計
を
担
当
さ
れ
た
の
は
、
建
築
家
で
佐
川

旭
建
築
研
究
所
代
表
取
締
役
の
佐
川
旭
さ
ん
。

「
全
体
の
外
観
は
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
に
東
側
に

高
窓
を
設
け
、
リ
ズ
ム
感
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
木
の

温
か
さ
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
、
上
部
に
は
木
を

貼
っ
て
い
ま
す
が
、
下
部
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
考
慮
し

て
吹
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
大
屋
根
は
南
側
に
あ
る

た
め
雪
対
策
と
し
て
も
良
く
、
昇
降
口
な
ど
が
あ
る

北
側
は
陸
屋
根
と
し
、
雪
を
落
と
す
の
で
は
な
く
、
溜

め
て
ヒ
ー
タ
ー
で
溶
か
す
こ
と
で
、
雪
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
」
と
、
自
然
の
力
も
使
い
、
安
全
な
学
校
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
心
を
配
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
校
内
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
は
完
成
を
目
前
に
し
た
一
月
二
十
九
～
三
十

日
の
様
子
で
す
）

外観…丸窓と三角窓が並ぶ東側の高窓
は「蔵窓」をイメージ。北側正面は星
と山をモチーフにしたデザインで夜に
なると光る。

教室と廊下…各教室の戸口は引き戸式。戸を外せば廊下も教室の一部に早がわり。
廊下の天井は山型にして変化をつけている。2

佐川　旭さん
佐川旭建築研究所代表取締役・建築家

五感に訴える
木の豊かさを感じてほしい

Ｎ

階段

音楽準備室
体
育
館

機
械
室 配

膳
室

児
童
昇
降
口

職
員
玄
関 職員室

校長室
ポンプ室

児童用
女子トイレ

児童用
男子トイレ

職員用
女子トイレ

職員用
男子トイレ

身障者
トイレ

渡り廊下

相談室

保健室

放送室

会議室

教室

教室

階
段

家庭科
準備室

家庭科室

理科室

教室

教室

教室

教室

音楽室

女子
更衣室

男子
更衣室

教材室

児童用
女子トイレ

児童用
男子トイレ

図書室

コンピューター室

廊下

階段

階段

百
年
後
も
美
し
い
星
山
小
学
校
！

新
し
い
校
舎
は
、
木
材
と
白
い
壁
が
バ
ラ
ン
ス
良
く

配
置
さ
れ
て
明
る
い
印
象
で
す
。ほ
と
ん
ど
の
木
材
が

町
産
材
で
木
目
が
あ
ち
こ
ち
に
見
え
、遊
び
心
の
あ
る

形
や
空
間
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
百
年
先
ま
で
使
い

続
け
る
こ
と
を
目
指
し
、
耐
震
強
度
も
万
全
で
す
。

総
工
費
約
三
億
七
千
五
百
万
円
、
う
ち
文
部
科
学

省
よ
り
約
九
千
九
百
万
円
の
補
助
と
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
設
置
に
伴
う
国
庫
補
助
金
が
約
二
千
万
円
。Ｌ
字

型
の
二
階
建
て
総
床
面
積
は
約
千
五
百
平
方
メ
ー
ト

ル
で
す
。

旧
校
舎
は
、
町
内
の
未
改
修
校
舎
の
中
で
は
最
も
古

く
、ま
だ
ま
だ
使
い
続
け
た
い
も
の
の
老
朽
化
で
床
や

屋
根
の
痛
み
が
ひ
ど
い
状
態
で
し
た
。
四
十
一
年
二
カ

月
で
そ
の
役
目
を
終
え
、十
三
日
か
ら
解
体
工
事
が
始

ま
り
ま
す
。

玄関昇降口…正面を入っ
て中央にある直径50セ
ンチの杉丸太。両側には
90センチの高さまで銅
板が貼られている。材料
の持つ力強さとやさし
さ、そこから生きる力を
感じてほしいとの願いが
込められている。1
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１年生から６年生
までの６つの教室に
はそれぞれ思い出が
あるので壊さないで

ほしいけれど、新しい校舎も必要なので仕
方がないです。古い校舎二階の非常階段か
ら眺める景色が好きでした。以前より教室
が広くなって、理科室や家庭科室も使いやす
くなるので良かったと思います。

昭和６１年度から平成４年度まで
の７年間と、昨年からまたこの学
校でお世話になっております。以前
勤務していたときの親がおじい

ちゃんになっていたり、当時の子どもたちが地域で活躍さ
れていたりしてうれしく感じました。新しい校舎は衛生的
にも良く、広く明るい保健室で子どもたちの健康を見守っ
ていけることが楽しみです。

階段まわり…赤く塗った丸柱、踊り場にはベンチ。階段をかわいい遊具空間に。丸窓や木の格子から
差し込む光は、季節の変化によって楽しい陰影をつくってくれるだろう。3

児童会長６年

咲山 喜代美さん

養護教諭

吉田 智美子先生

Ｎ

階段

音楽準備室
体
育
館

機
械
室 配

膳
室

児
童
昇
降
口

職
員
玄
関 職員室

校長室
ポンプ室

児童用
女子トイレ

児童用
男子トイレ

職員用
女子トイレ

職員用
男子トイレ

身障者
トイレ

渡り廊下

相談室

保健室

放送室

会議室

教室

教室

階
段

家庭科
準備室

家庭科室

理科室

教室

教室

教室

教室

音楽室

女子
更衣室

男子
更衣室

教材室

児童用
女子トイレ

児童用
男子トイレ

図書室

コンピューター室

廊下

階段

階段

２階更衣室前の広場…縁側や軒先で日陽ぼっこ、そん
なイメージの空間。雪国の子どもにとって、室内空間
の無駄なスペースはとても重要。遊びの知恵はこん
なところから生まれてくる。6

２階トイレ前の傘…梁を利用した傘は保護者や地域の
人たちで子どもたちを守るイメージ。またトイレ前な
ので楽しくトイレに入ってもらいたいとも考えた。5

１階手洗い所前の木の断面…この小学校で使われた
木の断面をデザインしている。年輪をみることで自然
や町の歴史・時間を表現した。4

校長室の腰壁…真ちゅうに硫化処理をしたもので日本
の着物の絵柄のように仕上げた。品のある空間に。7

2F1F

新校舎マップ



しわネット2月号 No.7136

明治9年6月25日	 星山村第五地割字朝日田に創立
明治20年3月12日	 犬吠森愛成小学校と合併、星山字樋ノ口作山宅を仮校舎に
明治20年12月	 １代目校舎　星山字朝日田に新築
明治28年3月29日	 星山34番戸工藤宅に移転
明治31年6月3日	 ２代目校舎　星山第二地割に落成（和風柾葺平屋79坪）
明治42年11月21日	 教室２つ増築（40坪）
大正3年8月25日	 ３代目校舎　犬吠森字間木沢に落成（85.25坪）
大正14年4月1日	 ４代目校舎　星山字樋ノ口80番地に落成（現在の場所）
昭和29年1月8日	 講堂新築（旧講堂を教室２つに改築）
昭和38年11月	 校舎老朽化による新築運動始まる
昭和39年9月30日	 廃校案に対し20回以上協議を重ね、新築が決定。
昭和40年11月27日	 ５代目校舎　現在の場所に落成
	 	 旧校舎は日詰で白梅館（映画館）として再利用された。
平成19年 2月5日	 ６代目校舎　現在の場所に落成

平
成
十
八
年
度
に
、
星
山
小
学
校
は
創
立

百
三
十
年
周
年
を
迎
え
、
そ
の
大
き
な
節
目
の
年

に
向
か
っ
て
新
校
舎
の
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。十
八
年
十
一
月
の
上
棟
式
で
は
、
子
ど
も
た

ち
も
地
域
の
人
も
工
事
の
人
も
み
ん
な
一
緒
に
な

っ
て
、一
万
個
の
餅
ま
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。月
に
一

度
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
手
に
旧
校
舎
探
検
や

新
校
舎
完
成
直
前
の
お
披
露
目
探
検
…
。子
ど
も

た
ち
の
心
に
ま
た
ひ
と
つ
、
忘
れ
ら
れ
な
い
星
山

小
学
校
の
思
い
出
が
刻
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

室名札…赤銅をエン
ボス加工。銅には永
遠性と尊厳性がある。
子供達に限りない未
来を与えてほしいと
の願いを込めた。9

1階教室…教室と廊下は一体感があり、廊下からも光が差し込みます。8

毎日学校の前を
通りながら、出来
上がっていく姿を
楽しみにしてきま

した。古い校舎はすぐに取り壊されるみ
たいですが、見なれた景色が変わるのは
少しさみしい気もするので複雑な心境で
す。子どもたちの中にも「このままでもい
い」と言う子もいるようですし、古いなり
に愛着があったのでしょうね。学校の新
築に当たることはめったに無いことです
が、わたし自身が小学生のころに、日詰
小学校の新築に当たった経験があったの
で、二度目の偶然に驚いています。子ど
もたちには、もちまきなどがいい思い出
になってもらえればいいですね。

PTA役員

本間 優子さん

年 表

新
校
舎
が
で
き
る
ま
で

全児童がもちまきに参加

棟木を引き上げる儀礼「曳
ひき

綱
づな

の儀」の様子完成直前のお披露目探検総合学習の一環で行われたデジカメ撮影会

廊下や教室の横ライン
…･空間に安定感を与
え、かつ掲示する場合
の下地にもなる。0



思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

「
あ
り
が
と
う
、旧
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舎
」

しわネット2月号 No.713 7

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

「
あ
り
が
と
う
、旧
校
舎
」

昭
和
四
十
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
校
舎
は
、
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
星
山
小
学
校

の
六
代
目
に
あ
た
り
ま
す
。こ
こ
か
ら
巣
立
っ
た
卒
業
生
は
二
千
三
百
七
十
五
人
。現

在
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
大
勢
の
卒
業
生
た
ち
に
と
っ
て
も
旧
校
舎

が
な
く
な
る
の
は
、
ち
ょっ
ぴ
り
寂
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
大
好
き
な
旧

校
舎
への
思
い
を
、写
真
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
綴
り
ま
し
た
。

取り壊される校舎は、
自分が小学校 5 年生の時
に新築されたもので、当
時、地域の人たちがもち

まきや引っ越しを手伝ってくれた記憶があったの
で、今回も公民館などに声をかけてみんなで手
伝うことにしました。星友会は星山地区青年部
のＯＢ会のような組織で、会員はおじいちゃんの
年代ですが、何らかの形でまだまだ学校に貢献
したいと思っていますし、大人たちのこういう姿
を子どもたちに見せることで将来につなげたい
です。地元から離れる人たちも多いですが、校
舎新築を機会に戻ってきて、子どもをこの学校に
通わせてほしいですね。そして一緒に星山地区
を盛り上げてほしいです。

星友会長

作山 良樹さん

煙突が付いたストーブともお別れです。 蛇口はちょっと低い位置にありました。 引っ越しする最後の日まで丁寧に掃除をしま
した。

古い校舎での給食も9日で最後でした。

下校時間が過ぎても鼓笛の練習を
した音楽室。
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町
の
成
人
式
は
一
月
七
日
、多
目
的
ス
ポ
ー

ツ
施
設
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
を
会
場
に
、
新
成

人
四
百
三
十
九
人
中
、
三
百
四
十
三
人
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
や
町
の
議
会
議

員
、
各
小
中
学
校
長
な
ど
、
多
く
の
来
賓
や
家

族
が
見
守
る
中
、
式
典
で
は
、
全
員
で
町
民
憲

章
が
朗
読
さ
れ
、
藤
原
町
長
か
ら
、「
責
任
と

誇
り
を
持
っ
て
歩
ん
で
ほ
し
い
。
失
敗
す
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を

代
表
し
て
自
転
車
競
技
国
体
選
手
の
漆
沢
均

さ
ん(

日
大
二
年)

が
、「
地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
間
に
な
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き

た
い
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
佐
比
内
金

山
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
新
成

人
の
高
橋
和
也
さ
ん
も
加
わ
っ
て
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
最
後
に
出
身
中
学
校
別
に

記
念
撮
影
し
ま
し
た
。
後
日
、冊
子
に
ま
と
め

た
も
の
が
出
席
者
に
贈
ら
れ
ま
す
。

―

久
し
ぶ
り
に
仲
間
と
集
ま
っ
た
二
十
歳
の
ア
ル
バ
ム―

成
人
式
開
催

お
め
で
と
う
二
十
歳
。

アトラクションの佐比内金山太鼓で演奏する新成人の
高橋和也さん

誓詞を述べる漆沢均さん

私語もなく真剣な表情で臨む新成人の皆さん



冬まつり

雪はなくとも、
こころのなかに
夢灯りがともりました。
暖冬の中、第2回紫波冬まつり開催
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二
年
目
と
な
る
紫
波
冬
ま
つ
り
は
、
一
月

二
十
七
、二
十
八
の
両
日
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温

泉
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
雪
が
少
な

く
、
か
ま
く
ら
や
そ
り
遊
び
は
中
止
さ
れ
ま

し
た
が
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
花
火
大
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
延
べ
三
千
人
の
来
場
者
で
終
日

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
が
設

置
さ
れ
た
広
場
で
は
、
つ
き
た
て
の
お
も
ち

が
振
る
舞
わ
れ
、寒
中
み
こ
し
や
、町
出
身
や

な
だ
真
栄
さ
ん
に
よ
る
三
味
線
と
マ
ン
ド
リ

ン
シ
ン
ガ
ー
清き

よ

心み

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
夜
に
は
会
場
周
辺
に
飾
ら
れ

た
約
千
三
百
個
の
夢
灯
り
が
幻
想
的
な
空
間

を
演
出
し
、
同
時
に
行
わ
れ
た
南
部
曲
が
り

屋
武
田
家
の
一
般
公
開
で
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
る
な
ど
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
は
夜
ま
で
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
主
催
者
の
観
光

交
流
協
会
横
沢
大
造
会
長
は
、「
雪
が
無
く
あ

き
ら
め
の
境
地
で
し
た
が
、
予
想
以
上
の
来

場
者
で
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
協
賛
業

者
や
、
保
育
所
、
児
童
館
、
小
学
校
な
ど
た
く

さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
」
と
感

謝
の
表
情
で
し
た
。

雪はなくとも、
こころのなかに
夢灯りがともりました。

茅葺の武田家も冬
のライトアップ

冬まつりの日に、
町指定文化財「武

田家住宅」

もライトアップ。2
40年前の曲がり屋

が、まる

で民話の世界にタ
イムトリップしたよ

うな懐

かしく暖かな風情
を楽しませてくれ

ました。

つきたてのおもちは来場者に振る舞われました

夢灯りが幻想的で柔らかい光を放ち、訪れる人を優しく包み込みました

オープニングで主催者と来賓によるもちつきが行われました

マンドリンシンガーの清心さん
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▼
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と
は

農
業
の
振
興
を
図
る
べ
き
地
域
を
明
ら
か
に
し
、
土
地

の
有
効
利
用
と
農
業
の
近
代
化
を
計
画
的
に
推
進
す
る

総
合
計
画
で
す
。
対
象
地
は
、
国
有
林
や
都
市
計
画
用
途

地
域
な
ど
を
除
く
ほ
ぼ
全
域
で
す
。

▼「
農
用
地
区
域
」の
土
地
利
用

計
画
で
は
、
お
お
む
ね
十
年
以
上
に
わ
た
り
農
業
上
の

利
用
を
確
保
す
べ
き
土
地
を
「
農
用
地
区
域
」
に
設
定
し

て
い
ま
す
。

農
用
地
区
域
に
設
定
さ
れ
る
と
、
農
業
上
の
補
助
や
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
優
良
農
地
を
保

護
し
な
が
ら
農
業
振
興
の
た
め
の
事
業
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
一
方
で
、
農
業
以
外
の
目
的
で
の
利
用
が
制
限
さ
れ

ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
用
地
区
域
内
の
土
地（
田
や
畑
な
ど
）を

農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
場
合
は
、
農
地
転
用
の
手

続
き
の
前
に
、
農
用
地
区
域
か
ら
そ
の
土
地
を
除
外
す
る

お
忘
れ
な
く
！「
農
振
除
外
手
続
き
」
～
受
付
は
５
月
31
日
ま
で
～

町
で
は
、
十
九
年
度
に
「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
を
見
直
し
ま
す
。

二
十
年
度
か
ら
五
年
以
内
に
農
地
転
用
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
農
振
除
外
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
出
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
原
則
と
し
て
二
十
四
年
度
ま
で

「
農
振
除
外
」
や
「
用
途
変
更
」
を
受
け
付
け
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
は
、「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
」
の
概
要
と

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

手
続
き
が
必
要
で
す
。

こ
の
「
農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
」を
略
し
て「
農
振
除
外
」と
い
い
ま
す
。

な
お
、
原
則
と
し
て
定
期
見
直
し
の
時
期
以
外
は
「
農

振
除
外
」
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
十
九

年
度
の
計
画
見
直
し
の
後
は
、
次
回
の
見
直
し
で
あ
る

二
十
四
年
度
ま
で
は
、
原
則「
農
振
除
外
」が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

～
農
業
用
施
設
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
人
へ
～

　

十
九
年
度
中
に
農
業
用
施
設（
農
機
具
庫
や
牛
舎
、
堆

肥
施
設
な
ど
）の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
用
途
区

分
の
変
更（
軽
微
変
更
）の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
四

月
ま
で
に
必
要
書
類
を
農
林
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
十
年
度
以
降
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、

定
期
見
直
し
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

▼
農
振
除
外
が
で
き
る
土
地

次
の
四
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
土
地
は
農
振
除

外
が
で
き
ま
す
。

①
農
用
地
以
外
に
利
用
す
る
こ
と
（
転
用
す
る
こ
と
）
が

必
要
か
つ
適
当
で
あ
り
、
農
用
地
区
域
以
外
に
利
用
で

き
る
土
地
が
な
い
こ
と

②
農
用
地
の
集
団
化
や
農
作
業
の
効
率
化
な
ど
、
農
業
上

の
土
地
利
用
に
支
障
が
生
じ
な
い
こ
と

③
土
地
改
良
施
設
（
農
道
や
農
業
用
用
水
路
な
ど
）
の
機

能
に
支
障
が
生
じ
な
い
こ
と

④
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
の
完
了
の
翌
年
度
か
ら
八

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

▼
申
出
は
５
月
31
日
ま
で
に

農
振
除
外
を
申
し
出
る
人
は
必
要
性
を
十
分
に
検
討

し
た
う
え
で
、
次
の
と
お
り
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。（
土

地
の
条
件
や
転
用
の
目
的
に
よ
っ
て
、
除
外
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）



「農業振興地域整備計画」定期見直し　スケジュール

時　期

農振除外（定期見直し） 軽微変更

該
当
者

20年度以降に農地転用や農業用施設の
建設を予定している人

該
当
者

19年度中に農業用施設を建設予定の人

19年3月 申出の受付開始 申出の受付開始

4月末 　 申出の受付終了

5月 　 申出案件の調査、変更作業

5月末 申出の受付終了

6月 申出案件の調査（書類、現地）
関係機関からの意見聴取・調整
庁内検討・調整

変更完了（予定）
申出者への完了通知の送付

※以降、年度途中での軽微変更は行いません。9月 除外の検討結果通知（申出者全員へ）

10月 農用地利用計画（案）の策定
※ここまでに並行して農振マスタープランの

策定も行います

11月 県との協議・調整

20年1月 農振法に基づく公告縦覧・異議申立期間
（計45日間）

3月中旬 県へ農振見直し計画の最終申請
県からの同意

3月末 見直し計画の決定公告
（この時点で農振除外が完了）
除外完了通知の送付

※上記スケジュールは予定です。
　農地転用等を予定されている人は、余裕を持った計画でご準備ください。
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■
提
出
書
類
（
１
部
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
）

①
変
更
申
出
書
（
様
式
を
農
林
課
で
提
供
）

②
位
置
図

③
公
図
の
写
し
（
縮
尺
を
記
入
）

④
登
記
事
項
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
）
の
写
し

⑤
土
地
利
用
計
画
図
（
配
置
図
、
平
面
図
、
立
面
図
）

⑥
現
況
写
真
（
計
画
範
囲
を
記
入
）

■
受
付
期
間

軽
微
変
更
…
三
月
一
日（
木
）
～
四
月
二
十
七
日（
金
）

農
振
除
外
…
三
月
一
日（
木
）
～
五
月
三
十
一
日（
木
）

▪ 

ご
注
意
く
だ
さ
い 

▪

受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
変
更
作
業
が
始
ま
る
た

め
、途
中
で
の
受
付
や
計
画
変
更
は
行
い
ま
せ
ん
。

特
に
十
九
年
度
中
に
農
業
用
施
設
の
建
設
を
計

画
し
て
い
る
人
は
、
申
出
が
遅
れ
る
と
十
九
年
度

中
に
着
工
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
合
せ
／
農
林
課　

農
林
政
策
室

電
話
６
７
２-

２
１
１
１
内
線
３
３
２
２

有
線
０
１-

８
９
３
１

＜用語解説＞

農振除外…農業以外に利用する目的で
農地転用をする場合の手続
き

軽微変更…農業に関わる施設を建築す
るために用途を変更する場
合の手続き（除外ではあり
ません）

写真はイメージです
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一
月
二
十
七
日（
土
）に
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記

念
館
で
第
七
回
水
の
ゆ
く
え
～
森
と
水
循
環
講
座
「
紫

波
・
森
と
水
の
物
語　

語
ら
い
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
午

後
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
水
を
育
む
森
、
そ
し
て
私
た
ち
が
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
水
の
大
切
さ
を
学
び
、
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
本
年
度
七
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
最
終
回
と
な
っ
た
本
講
座
は
、
第
一
部
が

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、第
二
部
が
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
第
三
部
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
の
三
部
構
成
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

新

Vol.8

町
で
は
「
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
」
に
皆
さ
ん
の
思
い
を

い
か
す
た
め
に
、
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
百
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
紫
波
の
環

境
を
よ
り
良
い
姿
で
残
し
伝
え
る
た
め
に
、
共
に
考
え
、

共
に
行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
期
限　

三
月
十
六
日（
金
）

●
任　
　

期　

四
月
一
日
か
ら
二
年
間

 

百
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
環
境
を
残
す
た
め
に

森
と
水
の
大
切
さ
を
全
国
へ

循
環
型
ま
ち
づ
く
り
委
員
を

募
集
し
ま
す

森
も
、水
も
、み
ん
な
町
の
財
産
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
続
け
よ
う
！

産業部 循環政策課　電話 672-2111（内線3512・3513）
Ｅメール　junkan@town.shiwa.iwate.jp

問
合
せ この事業の一部は、全国モーターボート競走施行者協議会からの助成を受けて実施しています。

第
一
部
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
水
環
境
に
対
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
話
し
合
い
、
第
二
部
で
は
、「
心
花
～

ko
ko
h
a
n
a

～
」に
よ
る
箏こ

と

の
演
奏
が
行
わ
れ
、
電
力

を
使
わ
な
い
楽
器
本
来
が
奏
で
る
音
が
、
自
然
の
偉
大

さ
と
大
切
さ
を
五
感
に
訴
え
ま
し
た
。

締
め
く
く
り
の
第
三
部
で
は
、「
未
来
に
伝
え
る
森

と
水
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
町
民
の
思
い
を
町
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

に
伝
達
し
ま
し
た
。

心花のお二人は、産業まつり以来二度
目の来町です。「箏は木でできた楽器な
ので、自然をテーマにした曲が多いです。
曲を通じて自然を大切にしたいという
思いが伝わればいいですね」とみぎわ
さん(左)。この日は、三月に発売される
アルバム「手をつなごう」から「時雨」
「希翼」など五曲が演奏されました。

「循環型まちづくり」の PR 活動の一環として、２月４日
まで野村胡堂・あらえびす記念館で開催されていた『マ
ザー・ウォータープロジェクト作品展』の最優秀賞・優
秀賞をもとにステッカーを作る予定です。

今年度の森と水循環講座もいよいよ最終回。パネリストのメッセー
ジにも熱がこもります。

二十五絃
げ ん ご と

箏から奏でられる澄んだ音色が来場者を魅了しました。

［最優秀賞］

［優秀賞］



●プロフィール
照井　顯（てるいけん）さん
１９４７年、平泉町生まれ
県立高田高校卒、紫波町中
島在住
Ｊａｚｚ&Ｌｉｖｅ「開運橋のジョニ
ー」の店主をするかたわら、
１９７８年からレコード制作を手
掛けており、昨年出版された
「日本ジャズ２００選」で、上位
１００作品に照井さんの３作品
が選ばれました。

「
歴
史
に
残
る
穐
吉
敏
子
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
を
作
り
た
か
っ
た
」

照
井
顕
さ
ん
、国
内
ジ
ャ
ズ
界
最
高
峰
の
表
彰
で
特
別
賞
に
輝
く
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ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
穐あ

き
よ
し吉
敏
子
さ
ん
の

Ｃ
Ｄ
「
渡
米
五
十
周
年
日
本
公
演
」
が
、

ジ
ャ
ズ
専
門
誌
『
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

の
ジ
ャ
ズ
・
デ
ィ
ス
ク
大
賞
「
日
本
ジ
ャ

ズ
賞
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

Ｃ
Ｄ
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
紫
波
町
在
住

の
照
井
顯
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

昨
年
八
月
、
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記

念
館
で
に
行
わ
れ
た
「
渡
米
五
十
周
年
記
念

穐
吉
敏
子
サ
マ
ー
ナ
イ
ト 

ｉ
ｎ 

あ
ら
え
び

す
」
も
照
井
さ
ん
に
よ
る
企
画
で
し
た
。
照

井
さ
ん
は
、
三
十
三
年
前
に
穐
吉
さ
ん
の
曲

を
聴
い
て
フ
ァ
ン
に
な
り
、「
こ
ん
な
に
す

ご
い
人
を
も
っ
と
日
本
の
多
く
の
人
た
ち
に

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
穐
吉
さ

ん
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
決
意
し
、
何
度

も
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
て
い
く
う
ち
に
信

頼
を
得
、
今
で
は
穐
吉
さ
ん
が
日
本
で
行
う

コ
ン
サ
ー
ト
も
手
掛
け
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。ジ

ャ
ズ
・
デ
ィ
ス
ク
大
賞
は
、
今
回
で

四
十
回
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
賞
で
、
昨
年
一

年
間
に
日
本
で
発
売
さ
れ
た
世
界
中
の
ジ
ャ

ズ
の
Ｃ
Ｄ
や
Ｌ
Ｐ
な
ど
か
ら
最
優
秀
作
品
が

選
ば
れ
、
金
賞
、
銀
賞
な
ど
九
つ
の
賞
が
制

作
し
た
会
社
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
今
回

受
賞
し
た
Ｃ
Ｄ
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
穐
吉
さ

ん
の
渡
米
五
十
周
年
を
記
念
す
る
日
本
公
演

と
同
じ
内
容
を
収
録
し
た
も
の
で
、
元
に

な
っ
た
公
演
も
照
井
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
。
穐
吉
さ
ん
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
四
年
前

か
ら
予
約
し
、「
五
十
周
年
に
値
す
る
最
高

の
メ
ン
バ
ー
で
」
と
本
人
に
要
望
す
る
な
ど
、

照
井
さ
ん
自
身
が
熱
意
を
込
め
た
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
最
高
の
演
奏
者
が
そ
ろ

う
こ
の
公
演
を
何
と
か
記
録
に
残
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
穐
吉
さ
ん
の
了
解
を
得
て
、

一
関
市
出
身
の
金
野
貴
明
さ
ん
（
テ
ィ
ー

ト
ッ
ク
レ
コ
ー
ズ
社
長
）
に
収
録
を
依
頼
。

「
こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
は
二
度
と
な
い
か
も
し

れ
な
い
」
と
、
社
運
を
か
け
る
意
気
込
み
で

ス
ポ
ッ
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
歴
史
に
残
る
穐
吉
敏
子
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
を
作
り
た
か
っ
た
」

照
井
顕
さ
ん
、国
内
ジ
ャ
ズ
界
最
高
峰
の
表
彰
で
特
別
賞
に
輝
く

最
高
の
音
質
を
追
求
し
た
そ
う
で
す
。
受
賞

の
た
め
に
は
最
上
級
の
音
質
が
求
め
ら
れ
、

大
手
レ
コ
ー
ド
会
社
が
有
利
と
言
わ
れ
て
い

る
た
め
、
機
材
の
少
な
い
小
さ
な
会
社
が
受

賞
す
る
こ
と
は
異
例
。「
穐
吉
さ
ん
の
素
晴

ら
し
い
演
奏
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
と
、

何
度
聞
い
て
も
飽
き
な
い
音
を
目
指
し
ま
し

た
」
と
照
井
さ
ん
。「
歴
史
に
残
る
一
枚
を
作

り
た
か
っ
た
」
と
い
う
願
い
が
か
な
い
終
始

満
足
の
表
情
で
し
た
。

同
記
念
館
の
よ
う
な
地
方
の
小
さ
な
ホ
ー

ル
で
穐
吉
さ
ん
の
公
演
が
行
わ
れ
る
こ
と
は

珍
し
い
の
で
す
が
、
昨
年
の
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
が
好
評
に
つ
き
、
来
る
二
月
二
十
五
日
に

二
回
目
の
公
演
「
穐
吉
敏
子
新
春
コ
ン
サ
ー

ト
ｉ
ｎ
あ
ら
え
び
す
」(

完
売)

が
行
わ
れ

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
公
演
も
照
井
さ
ん
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
す
。

「プロデューサーでもありジャズ＆ライブ店のオーナーでもある照井さん

昨年夏、あらえびす記念館で行なわれた穐吉さんのコン
サートも照井さんのプロデュース

受賞作品は昨年３月、東京都
内でのライブを高音質で録音
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元
気
よ
く
！
力
強
く
！
繊
細
に
！

心
を
込
め
て
書
き
初
め
大
会

まちのわだい

2007
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無
火
災
願
い
堂
々
行
進

暖
冬
の
影
響
で
路
上
に
は
雪
も
な
く
、
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に

大
沼
秀
一
団
長
率
い
る
紫
波
町
消
防
団
員
総
勢
百
七
十
六
人

と
、高
橋
幸
子
連
合
会
長
率
い
る
婦
人
消
防
協
力
隊
六
十
三
人
、

並
び
に
紫
波
消
防
署
員
三
十
人
が
力
強
い
分
列
行
進
を
披
露

し
ま
し
た
。

行
進
後
に
盛
岡
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ナ
ッ
ク
ス
駐
車
場

で
行
わ
れ
た
出
初
式
に
は
二
十
三
人
の
来
賓
が
出
席
。
統
監
の

藤
原
町
長
は
、「
皆
さ
ん
と
共
に
訓
練
を
積
ん
で
無
火
災
を
達

成
さ
せ
た
い
」と
訓
示
し
、そ
の
後
、
藤
原
県
議
会
副
議
長
を
は

じ
め
、
宮
野
消
防
次
長
、
高
橋
紫
波
警
察
署
長
、
工
藤
町
議
会

議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

昨
年
一
年
間
の
町
の
火
災
件
数
は
十
二
件
。
三
月
に
は
、
日

本
消
防
協
会
と
岩
手
県
知
事
か
ら
優
良
団
体
と
し
て
竿
頭
綬

を
授
与
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

紫
波
町
小
中
学
生
書
き
初
め
大
会
は
、
中
央
公
民
館
を
会
場

に
九
十
八
人
の
参
加
者
が
日
ご
ろ
の
腕
を
競
い
ま
し
た
。

課
題
は
当
日
発
表
さ
れ
る
た
め
、
本
来
の
実
力
が
試
さ
れ
る

と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。参
加
者
は

与
え
ら
れ
た
一
時
間
内
に
五
枚
を
書
き
上
げ
、
出
来
栄
え
の
良

い
一
点
を
提
出
。
審
査
員
は
八
木
橋
哲
男
先
生
と
八
木
橋
ひ
ろ

み
先
生
の
お
二
人
で
、教
育
長
賞
、優
秀
賞
、努
力
賞
な
ど
八
部

門
の
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。入
賞
作
品
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

1/8

古館小１年

斉藤　晃子
長岡小２年

森田　万智
赤石小５年

森田　結女
古館小６年

中嶋菜穂子

中
学
一
年
「
自
然
の
探
訪
」
紫
波
一
中　

倉
田
里
衣
子

中
学
二
・
三
年
「
真
理
の
追
究
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫
波
一
中
二
年
生

佐
々
木
友
恵

今
年
の
課
題
と
教
育
長
賞
は
次
の
と
お
り
。

小
学
一
年
「
た
き
び
」　　

古
館
小　
　

斉
藤
晃
子

小
学
二
年
「
わ
か
ど
り
」　

長
岡
小　
　

森
田
万
智

小
学
三
年
「
お
正
月
」　　

古
館
小　
　

河
野
友
紀
子

小
学
四
年
「
星
ふ
る
夜
」　

古
館
小　
　

小
澤
優
奈

小
学
五
年
「
白
い
竹
林
」　

赤
石
小　
　

森
田
結
女

小
学
六
年
「
故
郷
の
雪
」　

古
館
小　
　

中
嶋
菜
穂
子

14

無火災・無災害を願い、また、日々の訓練への
決意も新たに行進しました

緊張しながらも、大きな紙に思いっきり書きました
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鍛
え
て
元
気
に
！

目
指
せ
！

飲
酒
運
転
ゼ
ロ
の
町

冬
も
元
気
よ
く

「
ス
キ
ー
大
好
き
！
」

晴
天
に
恵
ま
れ
た
総
合
体
育
館
を
会
場
に
、
交
通
指
導
隊
の

初
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
点
検
官
の
藤
原
町
長
は
、
隊
員
の

服
装
や
規
律
を
点
検
し
、「
昨
年
は
死
亡
事
故
が
無
く
、飲
酒
運

転
も
減
少
傾
向
で
し
た
。さ
ら
に
指
導
を
強
化
し
て
、
町
内
か

ら
事
故
を
無
く
す
よ
う
に
」と
訓
辞
し
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

町
内
の
昨
年
の
飲
酒
運

転
摘
発
者
数
は
、
二
十
七

人
お
り
、
こ
の
現
状
に
深

澤
剛
隊
長
は
、「
飲
酒
運
転

は
故
意
に
行
う
犯
罪
行
為
、

摘
発
者
数
二
十
人
以
下
を

目
標
に
広
報
活
動
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
」
と
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

地
産
地
消
の
お
菓
子
「
も
ち
も
ち
ス
コ
ー
ン
」
が
紫
波

中
央
駅
に
隣
接
す
る
紫
あ
波
せ
本
舗
と
日
詰
商
店
街
の

鈴
徳
商
店
で
発
売
さ
れ
ま
し
た
。主
原
料
は
町
産
南
部
小

麦
と
モ
チ
米
。町
特
産
品
研
究
会
が
岩
手
大
学
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
の
協
力
と
、
岩
手
大
学
農
学
部
の
三
浦
靖
先
生

の
指
導
を
い
た
だ
い
て
実
現
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
三
浦

先
生
に
よ
る
ス
コ
ー
ン
作
り
教
室
が
四
回
開
か
れ
、
約
百

人
が
受
講
。家
庭
で
楽
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
産
直
な
ど

で
商
品
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
食
感
は
普
通

の
ス
コ
ー
ン
よ
り
も
し
っ
と
り
感
が
あ
り
ま
す
。
地
産
地

消
に
こ
だ
わ
っ
た
新
し
い
お
菓
子
、
皆
さ
ん
も
一
度
試
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。水
、
木
曜
日
は
な
ん
バ
ザ

ホ
ー
ル
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

体
育
協
会
主
催
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
は
、
一

月
六
、
七
日
と
十
三
、
十
四
日
の
四
日
間
下
倉
ス
キ
ー
場

と
網
張
温
泉
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。冬
休
み

期
間
中
の
た
め
、ス
キ
ー
に
は
、小
中
学
生
の
参
加
が
多
く
、

三
十
七
人
が
受
講
。ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
社
会
人
に
人
気
で

二
十
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
体
育
協
会
の
吉
田
聡
さ
ん
は

「
雪
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
ほ
っ
と
し
た
様
子
。そ
ん
な
心
配
を
よ
そ
に

子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
新
雪
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

昨
年
九
月
か
ら
三
カ
月
間
開
催
さ
れ
た
高
齢
者

の
介
護
予
防
と
自
立
を
促
す
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
室
は
最
終
日
を
迎
え
、九
人
の
受
講
者
に
修

了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
九
人
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
に
毎
週
月
、
木
曜
日
に
集
ま
り
、
四
台
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
っ
た
運
動
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ッ
チ

や
バ
ラ
ン
ス
体
操
な
ど
で
体
を
鍛
え
ま
し
た
。結
果

報
告
で
は
、
七
項
目
の
身
体
的
評
価
と
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
総
合
評
価
を
行
い
、運
動
面
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
し
た
。今
回
の
結
果
か
ら
半
数
以
上
の
受
講
者
に
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
た
め
、町
で
は
継
続
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

1/14 1/10

「
も
ち
も
ち
ス
コ
ー
ン
」新
発
売

2/1

15

12月に紫波中央駅で行なわれた試食会でも好評。
紫あ波せ本舗１袋（小）３個入90円、鈴徳商店1袋（大）２個入り100円　

年の始めにあたり、規律保持と交通安全意識高揚
のために行なわれた初点検

最終日には初心者グループも山頂からのコースに挑戦。
スキーの楽しさを満喫しました

三ヶ月間の教室受講者に修了証が手渡されました。
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横沢きく指導員から

“地産地消”パン＆お菓子教室
パンは「強力粉」、お菓子は「薄力粉」、

ピザは「中力粉」、これが常識でした。
さて、南部小麦粉はどんな粉だと思い
ますか？　一昨年、教室でちょっとし
た実験をしてみました。アンパンを３
種類の粉で作ってみたのです。ほと
んど違いがわかりませんでした。今度はスポンジケー
キを３種類の粉で作ってみました。またまた違いが分
かりませんでした。「それなら全て南部小麦粉で作れる」
というわけで、長岡公民館パン＆お菓子教室は100％南
部小麦粉を使用することになりました。おすすめレシピ
No１は“ベーグル”です。表面はカリッと中はもっちり、噛
み応え充分。卵もバターも入っていないヘルシーパン
です。噛むほどに南部小麦のおいしさが味わえます。

ぬくもりのある手作りのお菓子を子どもたちに！
長岡公民館パン＆お菓子教室は「市販品では味わえない、お母さんの愛情こもった手作りのパンやケーキを子ども

たちに」という趣旨の教室です。お子さんのため、忙しい合間にちょっと手作りしてみませんか？焦げたり形がちょっと
くずれたりしていても、手作りは優しいぬくもりのある味わいです。

紫波町の公民館は、昭和の町村合併の翌年、昭和
31年から新体制でスタートしました。

以来、町づくりや人づくり、地域の交流拠点として、
中央公民館を核にその活動を続けてきました。こ
の報告書では、この半世紀にわたる公民館の沿革
や利用の推移、施設の概要や胡堂文庫の状況、これ
まで携わった人々などを紹介しています。

また、町誕生50周年に当たる、平成17年度に開催
したイベントや講座などを、地区公民館ごとに写真
を交えながら掲載しています。これまで歩んでき
た公民館活動を見つめ直し、これからの個人や団
体の活動、地域参加のきっかけにしていただきたい
と思います。 「紫波町の公民館」 は中央公民館の
ほか、胡堂文庫や各地区公民館にも置いてありま
すので、時間がある人はどうぞ眺めてみてください。

公民館の活動がわかる2005年版

「紫波町の公民館」を発刊

中央公民館長の黒田勉さん

問合せ 676-3789　有線 07-8226長岡公民館

各地区の公民館指導員がシリーズで公民館情報をお伝えします。

お菓子作りは子どもたちに大人気

公民館はみん
なの広場です。
お気軽にご利
用ください。

問合せ／中央公民館 ☎672-3372 有線01-2922
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＊ストップ！！未成年者の飲酒！イッキ飲み！＊
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A3

A2
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〔作り方〕
❶鍋に、みそ・砂糖・みりんを合わせ、焦げないように弱火

で練り合わせて、甘みそをつくり、ねぎとゴマを加える。
❷そば粉・スキムミルク・干しえび・水を混ぜ合わせる。
❸フライパンに油を引いて、生地を5cmの円形に整えなが

ら入れる。
端が焼けてきたらみそを塗って両面2 ～ 3分焼いて出来
上がり！

そば粉にスキムミルクと干しえびを加えた、カルシウ
ムそばせんべいです。生地のモチモチ感と、干しえび
のサクサク感をお楽しみください。
そばには、たんぱく質・ビタミンB群・鉄分などが多く

〔材料〕　（直径5cmの円形16枚分）
五穀入りダッタンそば粉（紫波町産） 180ｇ、 スキムミルク 大さじ3、
干しえび 30ｇ、 水 270cc、 油  適量

「食は、元気はつらつの源～毎日のちょっとした心がけで健康に！～」

「カルシウムそばせんべい」
町の栄養士がお伝えします

【レシピ提供･･･紫波町食生活改善推進員協議会　志和地区会員　鷹觜スミ】

健康レシピ

＊ストップ！！未成年者の飲酒！イッキ飲み！＊

含まれ、栄養価の高い食品です。
疲れた体にビタミン、貧血予防に鉄分補給として、そ

ばを取り入れてみませんか？（栄養士：森川）

ワンポイント
アドバイス

★普通のそば粉でも出来ます。
★生地を薄く焼き、せん切り野菜などを巻い
てそばクレープにしてもおいしいです。

暮
ら
し
の
健
康
メ
モ 

〈甘みその材料〉
みそ大さじ4杯、砂糖大さじ3杯、みりん大さじ3杯、刻みねぎ30ｇ、
白ごま大さじ1杯

どうして未成年者がお酒を飲んではいけな
いの？

脳の神経細胞を破壊します。
アルコールの大量飲酒が続くと脳が縮んできま
す。特に脳が未完成の未成年者でおこりやすく、集
中力や記憶力が低下します。

新成人も誕生し、卒業や入学、就職など様々な人生の門出を迎えるこの時期。
少し開放的になった若者たちに、飲酒の危険が迫ってくる時期でもあります。

急性アルコール中毒になりやすい
未成年者はアルコールを分解する仕組みが未熟

なので、過度の飲酒をした場合、急性アルコール中毒
になる危険性が高いのです。

アルコール依存症になりやすい
未成年者は「適度な飲酒をする」という判断力がな

く、自己規制がききません。また、未成年の時から飲
酒をすると飲酒期間が長くなり、しだいに飲酒量も
増え、アルコール依存症になりやすくなります。

イッキ飲みはどうして危険なの？

急性アルコール中毒を起こす危険性が高い
「イッキ飲み」のように、短時間で大量に飲酒する
と血中アルコール濃度が急激に上昇し、一気に「泥酔」
「昏睡」の状態にまで進んでしまいます。呼吸困難や
場合によっては「死」に至ることもあります。

急性アルコール中毒で病院に運ばれる人の
半数以上が、２０歳代の若者と未成年者だとい
う報告があります。周囲の雰囲気に流された
り、先輩の勧めを断れなかったりして、無茶な飲
酒をすることも一因です。

「イッキ飲み」やお酒の無理強いは
絶対にやめましょう。



　サラ金・クレジット・契約問題など、さまざまな悩み、
相談ごとについて、専門の相談員によるアドバイスが受
けられ、融資相談も受け付けます。
■日　時　2月27日㈫　受付時間　午後3〜6時
■場　所　総合福祉センター１階
■相談員　岩手県消費者信用生活協同組合の相談員
　　　　　ホームページアドレス
　　　　　http://www.iwate-cfc.or.jp/
■持参するもの
　支払いが分かるもの（領収書、振込みの控えなど）、契
約内容が分かるもの（契約書、申込書、支払明細書など）、
借入先の残高一覧表（現在残高を調べて、一覧表にする）
※直接会場にお出かけください。事前に予約をいただき
ますと、時間の調整をいたします。
■問合せ・予約　商工観光課　1672−6872　　　　
　　　　　　　　　　　　　　有線01−8893

しわネット２月号 No.71318

「多重債務」相談会

町の仕事のお手伝いをしていただく、行政嘱託員（非
常勤）の登録を募集します。
◇応募資格　高校以上を卒業（3月31日までに卒業見

込みを含む）の65歳未満の人で、町内に
居住しているか4月1日までに居住する予
定がある人です。

◇任　　期　１年以内
◇申　　込　・ 申込用紙と必要書類を2月28日㈬まで

に総務課に提出してください。
（申込用紙は総務課職員管財室で配布）

　　　　　　・後日作文試験および個別面接のうえ、選
考して採用予定名簿に登録します。（登録
後すぐに採用されるものではありません）

◇勤務条件　・勤務時間は、週35時間以内。
　　　　　　・報酬は、経験などによって決定します。
◇問 合 せ　総務課　職員管財室　1672−6867
　　　　　　　　　　　　　　　　有線01−2825

町の仕事に参加してみませんか

住民視点で改善提言
〜第３回経営品質『改善発表会』〜次のとおり差押動産を「一般競争入札」で公売します。

　●期　　日　3月7日㈬　午後1時30分
　●会　　場　中央公民館　集会室
　●公売物件　置物26点、時計・装飾品15点、家電

12点、家具18点、実用品20点
下見会は、公売期日の午前9時30分から11時30分ま
で、公売場所で行ないます。
なお、「インターネット公売」を開始しましたので、興
味のある人は次にアクセスしてみてください。
　　　●Ｙａｈｏｏ！オークション
　　　●紫波町ポータルサイト

●問合せ　税務課 納税室　1672−2111　内線1231

「桃の節句お雛様に会いに」
〜紫波の歴史と文化を味わうツアー〜

◆期　　日：3月3日㈯
◆行　　程：午前9時30分紫波中央駅発⇒福田家（お

雛様観賞とお茶の時間）⇒来迎寺⇒日詰
商店街のお雛様見学⇒平井邸（昼食・見
学）⇒志和稲荷神社参拝⇒ラ・フランス温
泉館⇒紫波中央駅着午後4時30分

◆参 加 料：大人4,200円
◆募集人員：先着35人
◆申込・問合せ：紫波町観光交流協会
　　　　　　　　1676−4477　6671−1756
　　　　　　　　電子メール　shiwa-kanko@chime.ocn.ne.jp

紫波町ポータルサイトhttp://www.town.shiwa.iwate.jp/ お問い合わせ先／紫波町（代表）672-2111

動産の公売

町職員による改善発表と前三重県知事北川氏による
特別講演を行います。
役場では、住民を顧客として捉え、組織の「仕組み」に
着目する経営品質の考え方を基本とした行政改革に14
年度から取り組んでいます。どなたでも参加できますの
で、お気軽にお出かけください。
◆日　時　2月24日㈯　午後1〜5時15分
◆会　場　野村胡堂あらえびす記念館
◆内　容　各部の政策領域の発表／改善発表／自由発

表／早稲田大学大学院北川正恭教授による
特別講演

◆問合せ　企画課　情報政策室　1672−6887
　　　　　　　　　　　　　　　有線01−8891

陸上自衛隊岩手駐屯地音楽隊
〜第２２回定期演奏会〜

●日　時　3月17日㈯　午後2時30分開場
●会　場　盛岡市民文化ホール「マリオス」
●整理券　3月1日㈭より次の場所で配布します。

フェザン／佐々木電気／マリオス／東山堂
楽器店中の橋店／自衛隊岩手地方協力本部

●問合せ　陸上自衛隊岩手駐屯地　司令業務室
　　　　　1688−4311　内線367
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　町職員の給与は、国、県に準拠して町の条例、規則で定められていますが、
　町民の皆さんに一層のご理解をいただくため、そのあらましをご紹介します。

１．人件費の状況
　町の平成17年度一般会計歳出決算額による町長など常勤の
特別職と一般職の職員に支払われた人件費です。この中には、水
道事業などの公営企業などの職員、臨時職員および各種委員な
どに支払われた人件費は含んでいません。

２．一般職の給与費の状況
　平成18年度一般会計当初予算からみた一般職の給与費です。
町長などの特別職、公営企業などおよび臨時職員などに支払わ
れる給与、共済組合の負担金、退職手当などは含まれません。

３．平均給料と平均年齢の状況
　　　　　　　　　（平成18年4月1日現在・一般会計）
　一般行政職と用務員などの技能労務職の平均給料月額と平
均年齢です。

５．一般職の職員手当の状況
○期末・勤勉手当の状況 （平成18年度）　
　民間企業の賞与に当たるもので、支給割合は国と同じです。

４．一般職の初任給の状況 （平成18年4月1日現在）
　職員の初任給を学歴別に表しています。

（単位：千円）

（単位：千円）

住民基本台帳人口
（平成17年度末）

18.3.31現在　
　　34,469人

歳出額
Ａ

職員人件費
Ｂ

人件費率
（B/A）

（参考）
H16人件費

11,367,439 1,945,116 17.1% 1,941,437

職員数
A

給　与　費 1人当り給与費（B/A）

給　料 職員手当 計　B 18年度 17年度
（参考）

244人 942,054 549,642 1,491,696 6,114 6,146

職　種
紫波町 国

平均給料月額 平均給料月額平均年齢 平均年齢
一般行政職
技能労務職

326,600円
302,968円

42.2歳
41.5歳

328,477円
286,500円

40.4歳
48.4歳

初　　任　　給

一般行政職

技能労務職

区　　　分
大 学 卒
高 校 卒
高 校 卒

170,200円
138,400円
135,600円

区　　分 6月期 12月期 計

期　　　　末

勤　　　　勉

1.400月分

0.725月分

1.600月分

0.725月分

3.00月分

1.45月分

○時間外勤務手当 （一般会計）　　　　　　　   　　   （単位：千円）

○特殊勤務手当（平成17年度･一般会計）
　著しく困難な仕事などに携わる職員に支給するものです。

17　年 度

16　年 度

支 給 総 額
職員1人当たり支給年額
支 給 総 額
職員1人当たり支給年額

54,802
257

41,566
191

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員の平均支給年額
手 当 の 種 類

10.7％

24,090円

8種類
主な手当の名称 税務手当、道路上作業手当　など

○扶養･住居･通勤手当の状況　　　　　　（平成18年4月1日現在）
区分 内　　　　　　容

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　月額　13,000円
配偶者以外の扶養親族2人まで　　　　　　月額　 6,000円　
　配偶者がいない場合の1人目　　　　　　月額　11,000円　
　配偶者が扶養親族でない場合の1人目　　月額　 6,500円
その他の扶養者　　　　　　　　　　　　　月額　 5,000円
　＊16歳～22歳の子は5,000円加算

月額12,000円を超える家賃支払い者または自己が所有する住宅
(取得後5年迄)に住む世帯主の職員に支給

45,000円を限度とし距離に応じて支給（自家用車通勤の場合、
片道距離に応じて28,400円を限度）

６．特別職の報酬などの状況 （平成18年度）

７．一般職の職員数の状況 （各年4月1日現在）　　　　  （単位：人）

８．一般職の職員数推移 （各年４月１日）

９．一般職の年齢構成 （平成18年4月1日現在）

区　分 報酬など月額 期末手当

町　　長

助　　役

収 入 役

議　　長

副 議 長

議　　員

780,000円

610,000円

575,000円

338,000円

275,000円

248,000円

6 月期

12月期

  　計

1.60月分

1.75月分

3.35月分

※公営企業などの職員を含み、特別職および臨時職員などは含みません。

議 会
総 務 企 画
税 務
民 生
衛 生
労 働
農 林 水 産
商 工
土 木
教 育
水 道
下 水 道
合 　 　 計

区　　分
17年 18年
職員数 対前年

増減数
18年増減理由

3
47
19
69
17

25
5
19
40
9
12
265

2
48
18
69
17

23
4
18
39
9
11
258

△1
1

△1

△2
△1
△1
△1

△1
△7

退職職員一時不補充減
機構改革による増
徴税業務全庁職員対応減
　

資源循環業務統合減
嘱託職員対応による減
新規事業減による業務減
給食配送業務委託進展減
　
新規事業策定業務終了減

区　分
職員数

12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年
285人 282人 273人 272人 271人 265人 258人

25

15

10

5

0

20

0 1
5 7

14

8
13

20

9 10
16

9 11

19
16 1715

24 22 22

20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58

21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
町職員の給与をお知らせします



見学のマナー
おいしいお酒のために、これだけは守りましょう。
❶要予約・日時は事前確認。❷納豆は控える。３
日前から食べないのが理想。❸匂いのするもの厳

禁。❹少人数で。
※普通の工場見学と違い、最後の試飲などはないので
期待してがっかりしないでください。詳しくは予約の際
にご確認ください。

しあわせ夢紫舞
紫波町のお米と、りんご
酵母を使い４つの造り
酒屋で造ってもらっている日本酒です。それ
ぞれの蔵の個性をおたのしみいただけます。

紫波の冬は、　　酒造りの季節
空気も冷えた早朝、造り酒屋さんの煙突から湯気が立ち上がれば、
酒造りの季節のはじまり。紫波の冬ならではの風物詩です。
紫波町は岩手のなかで造り酒屋が最も多い町です。

1月は新酒が出揃い、どの酒屋さんにも新酒を伝える杉玉が青 と々輝きます。
飲むもよし、蔵見学へ行くもよし。冬に活気づく町の四つの造り酒屋さんを紹介します。

吾妻嶺（あづまみね）　吾妻嶺酒造店
紫波町土館字内川5　電話６７３－７２２１
江戸中期天明元年創業。前身は岩手の清酒の祖｢権兵衛
酒屋｣。代表銘柄ができたのは大正元年、大正12年社名も
変更。名前は仕込み水のルーツ「東根山」から。若き第
十三代蔵元がITも駆使し新展開中。

蔵見学原則不可

南部流の本流を継ぐ酒屋として酒づくりに取
り組んでいます。蔵元の弟さんはただいま現
場で、酒造り修行中。

廣喜（ひろき）　廣田酒造店
紫波町宮手字泉屋敷２－４　電話６７３－７７０６
明治36年、「平松屋」を譲り受け創業。代表銘柄は創業者
の廣田喜平治の名から命名した銘柄。東根山の伏流水を
仕込み水に使用。岩手県初の女性杜氏小野裕美さんが
仕込んでいます。お米から健康的なお酒造りに挑戦中。

蔵見学可

蔵人は全体的に３０代。若い蔵元とともに、
紫波町の食材が楽しめる味をめざして酒造り
に取り組んでいます。

堀の井（ほりのい）　高橋酒造店
紫波町片寄字堀米３６　電話６７３－７３０８
大正11年創業。仕込み水であった銘水「堀米の井戸」か
ら命名された「堀の井」が代表銘柄。田んぼの中にぽつん
と現れる社屋のとおり、米は自社田でほとんど自家産。米作
りから地酒にこだわっています。

蔵見学可

「個性は米から」と、米も水も地元にこだわる
しっかりとした酒の味が、紫波ののん兵衛に
根強い人気です。

月の輪（つきのわ）　月の輪酒造店
紫波町高水寺字向畑101　電話６７２－１１３３
明治19年創業。「企業ではなく家業」として代 当々主が杜氏
となり酒造りを受け継いできました。酒造りを受け継ぐのは
娘の裕子さん。高校を出てすぐの若い人を採用し、蔵で人
を育てながら、酒づくりに奮闘しています。

蔵見学可

販売店やりんご園もあり、酒かすを肥料にと
リサイクルまで考慮して酒づくりの将来像を
描いています。

蔵元　佐藤元さん 杜氏　小野裕美さん

蔵元　高橋良司さん 杜氏　横沢裕子さん


